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きばっとんなる人らぁ○46 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

「夢のある職場でありたい」
長砂　哲也さん（豊岡市加陽）
　長砂哲也さん（42才）は、豊岡農業スクー
ルに3年間在籍され、令和3年4月に㈱モリタ
ファーマー（水稲35ha、菌床シイタケ4,000
個）に就農されました。約20年間建設業に携
わっていたものの、小学生の頃から農作業の
手伝いをした経験から農業に対しては愛着が
あったということです。
　長年の建設業の経験から水平感覚、高低差
感覚には研ぎ澄まされたものがあります。水
稲のプール育苗、育苗ハウス内の高低差がい
つも気になっているそうです。
　この春からドローンの操縦を任され、防除
はお手のもの！　持って生まれた体格と持ち
前の体力で、㈱モリタファーマーにはなくて
はならない存在となっています。「なるように
なる」という言葉が好きと言われていますが、
涼しい瞳の奥からは手を抜かない、妥協は許
さないという信念が見られました。
　豊岡の農業の将来について、「高齢化が進み
懸念がありますが、農業スクールの卒業生は
着実に就農、規模拡大している明るい兆しが
あります。でもまだ足りません。私たち卒業
生が見本となり、夢のある職場、業種として
示すことができれば良いと思います。また農
業だけでなく、メリハリのついたON・OFF
の中で趣味も含めて好きなことができる職場
でありたい。」と言われていました。

（農業委員　西沢　泰裕）

奥山ジビエ
安倍　育登さん（出石町奥山）

　安倍育登さん（27才）は、平成29年10月
から地域おこし協力隊になり奥山地区に移住
されています。出身は神戸市で、大学に在学
中から農業などに興味を持ち、4回生の時に、
北海道で出会った猟師の話を聞いて猟師にな
りたいと思われたそうです。
　現在では猟師として活動され地域活性化と
有害鳥獣の駆除を担っておられます。奥山地
区の空き家を購入され、令和2年3月にジビエ
解体処理施設を開業され「安倍商会」として
営業されています。
　状態の良いシカやイノシシが捕れると、と
め差しから30分以内に解体処理が行われます。
解体には昨年6月に結婚された妻のあいさん
も協力されます。
　個人向けの販売
サイトを立ち上げ
られ、鹿肉ロースな
どを販売され、「た
じまんま」でも鹿肉
と猪肉のみを使用した「無添加ジビエソーセ
ージ」を販売されています。また、市内のペ
ットフード店にも加工品を卸されています。
　地域おこし協力隊は卒業されましたが、「休
日には、猟師仲間や地域おこし協力隊の若い
仲間が片付けなどを手伝いに来てくれる。」と
嬉しそうに話されていました。
お問合せ　http//okuyamagibier.com

（農業委員　仲川　弘之）

長砂哲也さん

安倍さんご夫妻

特産農産物、特産品の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの特産農産物を皆さんに知ってもらい、地域農業の振興に役立ててもら
うため、この特集を行っています。今回は“朝倉さんしょ”と“神鍋のとちの実（とち餅）”です。
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剪定作業をする佐藤部会長

さんしょの花

藤原正利さん（お店の前で）

ジビエ肉


